
校訓「誠・愛・友」                    令和２年６月１１日 

東海地方梅雨入り 
６月１０日（水）、気象庁から中国地方、近畿地方、東海地方の梅雨入りが発表されま

した。平年と比べると、中国地方と近畿は３日遅く、東海は２日遅い梅雨入りです。外で

遊ぶことができなかったり、湿気が多くなったりしていきますが、日本ならではの季節を

肌で感じながら、一日一日を大切に過ごしていきたいと思います。 

３年生 算数 

 ３年生の算数では、【時刻と時間】

の学習をしています。この単元で

は、「日常生活に必要な時刻や時間

を求めることができること、必要な時刻や時間の求め方を考え、

日常生活に活用していくこと」がねらいです。 

 時刻や時間の学習は、１年生では「何時、何時半」、２

年生では、「１時間＝６０分、１日＝２４時間」であるこ

とや、時刻と時間の違いについて学習してきています。 

 時計の教具を使えば求められる時刻や時間を、この日は

筆算を使って時刻や時間を求める学習をしていました。 

 「８時３０分から１１時１０分までの時間は、何時間何

分ですか？」と、問題をノートに書いたのを確認した先生は、子どもたちに「何算使えば

求められるかな？」と問います。子どもたちからは「ひきざん」と自信なさそうな声。そ

れを見とった先生は、黒板に図を描いて説明していきます。さらには、だいたいどれくら

いの時間になるかを見通しがもてるよう図で説明します。算数では、答えがどれくらいに

なるか見当をつけながら、問題解決を行うことはとても大切です。そのことを先生は、子

どもたちに意識させた上で、実際に筆算を使った計算に入っていきます。今回の問題は、

繰り下がりのある計算です。４３－１８のような計算であれば、１０繰り下げて計算する

ことはすでに学習している子どもたち。しかし、今回は、時間の計算です。時間から分に

繰り下げるためには、６０を繰り下げなくてはいけません。つまずきやすいところを子ど

もたちと一緒に確認をして、各自で筆算での計算

をしていきます。 

 先生は、子どもたちのノートを確認して、さらな

る問題練習へと学習を進めていきました。 

 普段の生活でも必要不可欠な時刻や時間です。

今回のような場面にであったときに、しっかり求

められるよう日々の生活場面と関連付けながらご

家庭でもお子さんとやりとりしてみてください。 

              
 

ｗｅｂ版② 



４年生 外国語活動 

本年度から小学校では、新学習指導要領の全面実施により、３・４年生は基本週１時間、

年間３５時間の「外国語活動」、５・６年生は基本週２時間、年間７０時間の教科となっ

た「外国語」の学習を行います。 

 佐野小学校では、ＡＬＴの先生が毎週木曜日に来てくれます。ＡＬＴの先生とのティー

ム・ティーチング授業は、３・４年生は隔週で、５・６年生は週１時間の計画で行います。

（いずれも２回に１回の割合です）。 

３・４年生の外国語活動では、「日本語と外国語

との音声の違いに気づくとともに、外国語の音声

や基本的な表現に慣れ親しむこと。さらには、外国

語を用いてコミュニケーションを図ろうとするこ

と。」をねらいとして授業を進めていきます。 

今回は、４年生になって初めてのＡＬＴの先生

との授業。ＡＬＴの先生の自己紹介クイズを通じ

て、英語に慣れ親しむ活動が行われました。 

まずは、ＡＬＴの先生のお名前クイズ。「My name is Andy.」と英語で話し、アンディ

のスペルは、アルファベットでどのように書くかを子どもたちに考えさせます。 

子どもたちは、いっしょうけんめい Andy 先生の英語を聞き取りながら、質問の意味や答

えを考え発表していきました。 

「Where am I from? What’s my country?」子どもた

ちからは、アメリカ、フランス、ニュージーランド、

ロシア、中国など出たあと、ようやく答えのイギリス

が出てきました。イギリスは英語でＵＫということ、

また、英語はイギリスで生まれたという話を聞いた子

どもたちは、「アメリカじゃないんだ。」と驚いてい

ました。これも、国際理解につながる大事な学習です。 

 さらには、「年齢」「好きなスポーツ」「好きな食べ物」

など、合計１０問のクイズに大盛り上がりの子どもたちで

した。 

 「刺身が好きなこと」「東京マラソンを走ったことがあ

ること」「スヌーピーが好きなこと」「バイクの免許を持っ

ていること」「武道をやっていること（なんと合気道４段

だそうです。）」など知ることができ、今日の授業を通じて Andy 先生と子どもたちとの距

離が一気に近くなっていました。 

 さて、授業はこれで終わりではありません。今度

は、子どもたち一人一人が、英語を使って自己紹介を

していきます。ちょっと恥ずかしそうにしながらも、

子どもたちは、堂々と自分の名前、好きな食べ物や好

きなことなどを英語で自己紹介していました。 

これからの授業が楽しみですね。 


